
1凹 面にはりついて移動するイメージが湧いて、すぐ同じ速度に
なるとイメージしてしまうかも。初めは、移動速度がちがい
すべっている。同じ速度になったら一体となる、という正しい
運動のイメージをもっておこう。
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ここからは等加速度運動の考え方
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開続き
-（3）物体Aとベルトの移動量の差がすべった量となる
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